
Ⅰ部 二年間のインドネシア・スラウェシ島における 
染織調査の記録 （お話：日下部啓子） 

Ⅱ部 民俗知に学ぶ体験とデモンストレーション 
    ・環状整経から機起こしまで 
    ・紋様技法の紹介  
     （実習担当：木村美和子） 
 

 場所   中塚荘   門真市民交流会館   
        大阪府門真市月出町11-1  
         Tel 06-6907-8101 

 人数    25名（先着順） 
 費用   4000円（税込）   

 申込み  5/14まで下記へ（日下部啓子） 
       Tel 080 3122 4577/042-982-4137 
          Email :kei-torajatex@nifty.com  
     

     

 

 

 

     
   

     

 
 

  1. 山地トラジャ人の腰機 

  

 
 

	 	 2.	低地ブギス人の腰機	

 	

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    URL:http://torajatextilearts.world.coocan.jp/	 	    

   2017 年５月２０日(土)  

  Ⅰ部 10:30-12:30,Ⅱ部 13:30-16:00 
  中塚荘 大阪府門真市民交流会館 
 

  トラジャ テキスタイルアーツ/日下部啓子 

 スラウェシ島の海と山を行く 
 —再生する腰機と民族染織の行方— 
 

 インドネシア・スラウェシ島の沿岸部と 

山岳部の二つの地域では、筬つき腰機と筬 

のない腰機による織物生産が行われてきま 

した。とくに、山岳部タナ・トラジャ県で 

は、伝統衣装は多様化する反面、地元の手 

織り布への要求は高まっています。一方、 

生産性向上のための「筬」「半自動織機」 

の導入政策等、政治の介入もみられます。 

 本会は、布と機、そして人々の生活の相 

交わりから、現代インドネシアの民族染織 

を考える機会にしたいと思います。午前は 

2年間の調査についてのお話し、午後は東 

南アジアの腰機のエッセンスを目で見て体 

験して頂きます。 
*参考/染織情報α５号「スラウェシ島トラジャに 

おける腰機の再生」 

 


